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Social Science Japan データアーカイブ
（SSJDA）

› 東京大学社会科学研究所附属社会調査・
データアーカイブ研究センターが運営する、社
会科学分野のアーカイブ

› 寄託者（一次調査実施者など）から寄託
いただいたデータを、利用者に提供している。
個票データの提供は1998年4月から実施。

› 2025年6月よりCTS認証を得ている



CoreTrustSealとは

› 信頼できるデータリポジトリの中核要件に基づく認証基準（とその運営組織）
– 人文学・社会科学系の認証団体”Data Seal of Approval (DSA)”と自然科学系のコミュ

ニティ”World Data System (WDS)”が協働して開発・運用（2016～2017年）

› 各要件に対して、内部自己評価を実施し、審査を受ける。最大5回まで改訂可
能。アクセプトされると、3年間の認定。

› 要件は、組織的、デジタルオブジェクト管理、技術的の観点に大別される



項目名 SSJDA評価 新規ポリシー等策定 更新に向けて必要なアクション

R0 背景情報（Background information & Context） ー

組織的な基盤

R1 ミッション／スコープ（Mission/Scope） 実装済み

R2 権利管理（Rights Management） 実装済み

R3 サービスの継続性（Continuity of service） 進行中 継承計画の策定

R4 法的／倫理的対応（Legal & Ethical） 実装済み ✓

R5 ガバナンス＆リソース（Governance & Resources） 実装済み

R6 専門性とガイダンス（Expertise & Guidance） 実装済み

デジタルオブジェクト管理

R7 来歴と真正性（Provenance and Authenticity） 進行中 バージョン管理のシステム化

R8 寄託・評価（Deposit & Appraisal） 実装済み ✓

R9 保存計画（Preservation Plan） 進行中 △ 保存ポリシーの策定と関連ドキュメントの整備

R10 品質保証（Quality Assurance） 実装済み ✓

R11 ワークフロー（Workflows） 実装済み ✓

R12 データの発見と識別（Discovery and Identification） 実装済み

R13 再利用（Reuse） 実装済み

技術

R14 保管と完全性（Storage & Integrity） 進行中 バックアップへの自動復帰を検討、実装

R15 技術基盤（Technical Infrastructure） 実装済み

R16 セキュリティ（Security） 実装済み



取得のモチベーションと取得のメリット

› 社会科学分野でのデータの公開・共有、コードの共有推奨（2010s～）

– 政治学・経済学の国際誌で再現性ポリシー整備。国内和文誌は未対応が多い。

› →公開先リポジトリの信頼性も求められる傾向

– 論文中のData Availability Statementで、公開先リポジトリがCTSを取得していると言

及するなど

› 自己評価・外部評価の機会

– 自機関の体制、業務手順を検証し、必要に応じて更新する契機

– 社会科学領域の専門性や利用が強みである一方、長期保存体制構築や完全性の保証

などには課題があることを再認識



ご清聴ありがとうございました！

ご関心のある方はポスターセッションで、より詳細な点
も紹介します。
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